地球温暖化を踏まえたASEANの長期交通行動計画に関する研究報告書

1． 業務の目的

「低炭素における交通体系に関する研究」の成果から、ASEAN内の経済格差、海で隔たれた地理的条件、無動力交通の高いシェアといった当該地域特有の問題点に対し、より詳細まで考慮した研究が重要であることは明らかである。また、当該地域における交通からのCO2排出量の伸びは著しく、しかし同じく伸びが懸念される中国やインドと異なり、交通政策の長期的展望に欠けている。そこで本事業では、地球温暖化を考慮したASEAN初の長期的な交通政策の提言を行う。ここでは、「ASEAN交通行動計画」の先の、2050年のあるべきASEANの交通について、ASEAN事務局や現地研究者らと共同で調査研究を行うことで、現地の緻密な分析に基づいた長期的な交通政策のビジョンを構築する。
２．業務活動の方法及び項目
本年度の業務は、最終成果の１つであるASEANの長期交通行動計画を導くための方法の共通のフレームを構築することにある。ASEANは緩い共同体であり、少なくとも現時点では、各メンバー国が全く独自の政策を採用する可能性が非常に高い。このような現実を受け、各国で同じ方法を用いて政策選択のシミュレーションを行うことで、将来の交通政策について、共同体としてのハーモナイゼーションを試みるためである。この実現のため、方法論を検討することと、その方法で利用するデータや既存政策の整理を行う、２つの研究ブロックを設定した。以下に本年度の業務の進め方、各業務の項目を示す。
（１）業務の進め方（委員会）
本年度の業務では、海外の研究協力機関と一緒に、バックキャスティングとシナリオ構築の２つの評価ツールの構築を目指す方法論チームと、ASEANの交通既存の交通政策や、関連する統計についての研究を行うASEANチームの２つのチーム体制を構築した。また、チームメンバーを中心に構築したステアリング委員会を開催し、お互いの成果に関しての情報共有と、その活用に関してのディスカッションを行った。
（２）業務項目
本年度の業務項目は次のとおり。

1 バックキャスティング手法の汎用化と手法の普及
2 定量評価モデルの一部改修
3 バックキャスティングのための前提条件の設定
4 研究状況、研究成果（中間）の公表等
３．業務の内容

ここでは、報告書にまとめた各業務の内容と、開催した会議、セッション等について要約して紹介する。
（１）研究概要（報告書第１章：事業内容①②） 

ここでは、本研究で採用する基礎的な情報についての整理を試みた。具体的には、研究の前提条件となる、温暖化という視点からの交通分野が置かれている現状の把握、ASEANという地理的、政治的に特殊な状況、採用するバックキャスティングという政策選択アプローチについての解説を試みた。また、研究の方法論については、。まず、交通と社会を結びつける関係性について、①社会像と交通像の定義、②直接的・間接的な関係性、③定量化できる、できないという視点からみた関係性、④理論だけで見た関係性と現実のそれとの違い、という課題の明示を試みた。また、評価の大前提の１つであるシナリオについては、①バックキャスティング手法におけるシナリオの意義、②シナリオに関する用語の定義、複数シナリオ（シナリオプランニング）に関する整理を行った。さらに、その社会と交通の関係性をみる際に、交通にどのような社会的な要素が関係していくるのかという点について、価格と土地利用に関して、モデルに組み込む際の追加的な考察を行っている。
（２）研究手法：バックキャスティング（報告書第２章：事業内容②）
ここでは、既存のモデル（STEPモデル、CAI-Asiaモデル）、さらに国際エネルギー機関のモビリティモデルの特徴を分析し、新しいモデル（STEP-ASEANモデル）で組み込む新しいモジュール等を検討した。特に、次章のシナリオ構築ツールと関係してくる社会的な要素として、人口、GDP、自動車保有台数といった予測研究で用いられるドライバ以外に、渋滞（速度）と自動車走行距離との関係を組み込むことを試みている。また、既存の上記モデルが、スプレッドシート型のモデルであるのに対し、政策担当者のユーザビリティを高めるため、SQLデータベースを用いた、ウェブアプリケーションとしてのモデル化も試みている。現在は、試作ということもあり、一般公開はされていないものの、すでにウェブ上のサーバに設置されてテストを行っている状態である。。

（３）研究手法：シナリオ構築（報告書第３章：事業内容③）
ここでは、シナリオ構築についての研究を試みた。まず、既存のバックキャスティングモデルであるSTEPでの問題点について検討を行った後、シナリオ構築ツール（ビジョニングツール）のモデル化を試みた。前述のSTEP-ASEANモデルと、前プロジェクトで採用したクオリティ・オブ・ライフの概念を前提として組み立てられており、基本的には、定量化できるものと、定量化できないものとを最終的に区分し、前者に対しては政策選択のための直接的な情報として数値を提供し、後者に対しては政策選択のための予備的な情報として位置付けることで、バックグラウンドのある政策選択を試みている。また、前提条件としての交通像を構築する際には、事前に入力された専門家の判断（エキスパートジャッジ）を用いることも可能となる。これにより、ある程度の知識さえあれば、将来の交通の想定が行いやすくなる。
（４）参考資料（報告書第４章：事業内容④）
２０１２年２月に、インドネシアにて第１回の国際会議を開催した。この会議は、国際的なステークホルダーミーティングとしての位置付けで開催している。ASEANの政策担当者に対し、当該プロジェクトの説明を行うこと、また彼らのニーズをこの研究プロジェクトに取り込むことが当該会議の目的である。ここでは、そこで配布した資料の一部を参考資料として添付している。
（５）国際会議、セミナー、セッション（報告書第４章：事業内容④）
本年度実施した国際会議、セミナーについて、以下に簡単に記載する。
1 国際交通フォーラムにおける当該研究に関するブースの設営

ライプチヒで開催された国際交通フォーラムにおいて、日本の研究機関としては唯一ブースを設営し、本研究プロジェクトに関する資料、前プロジェクトの結論等についての関連資料を配布した。
2 第１７回国連気候変動枠組条約締約国会議のサイドイベント
3 第１７回国連気候変動枠組条約締約国会議のサイドイベント
南アフリカで開催された第１７回国連気候変動枠組条約締約国会議において、持続可能な交通の可能性について、国際鉄道連合、国連環境計画らとサイドイベントを開催した。なお、発表者、パネリストは以下となる。
発表者：
· 高田陽介（運輸政策研究機構）

· A・ヴィーチ（国際鉄道連合）

· J・クリステンセン（国連環境計画）
パネリスト：
· H・アレン（英国交通調査研究所)
· H・ダルクマン（世界資源研究所）

4 世界将来エネルギーサミットにおける招待講演
アラブ首長国連邦（アブダビ）にて開催された世界将来エネルギーサミットにて、日本の交通研究機関として初めて参加し、持続可能な交通と、当該プロジェクトに関する招待講演を行った。以下に、発表者とパネリストをまとめて記載する。
発表者・パネリスト：

· 松岡巌（運輸政策研究機構）　
· A・フラッシュ（国際公共交通連合）
· A・A・シズァウィ（アブダビ交通局）

· G・ヒープ（ミュンヘン公共交通公社）

· R・オリバー（モントリオール交通公社）
5 第１回国際会議の開催
日本の交通研究機関としては初めて、デリーで開催された持続可能な開発首脳会議に参加し、主催者のTERIと特別セッションを開催した。セッションには、インドの交通省のトップクラスの参加もあり、途上国の将来交通に関する問題点等についての検討を行った。なお、発表者、パネリストは以下となる。

主催者挨拶：

· 高田陽介（運輸政策研究機構）　
講演、発表：
· B・スサントノ（インドネシア運輸副大臣）
· F・クリスト（国際交通フォーラム）

· 松岡巌（運輸政策研究機構）

· P・エマーソン（英国交通調査研究所）

· A・メヒヤ（クリーン・エア・イニシアチブ）
パネリスト：
· H・アレン（英国交通調査研究所）
· E・シナガ（インドネシア運輸省）
· A・チトラヌックル（タイ運輸省）

· T・A・ドン（ベトナム交通通信省）

· L・ヒメネス（フィリピン運輸通信省）

· B・スラヤカン（ラオス公共事業運輸省）

· H・スピア（マレーシア運輸省）
挨拶：
· S・プンテ（クリーン・エア・イニシアチブ）

４．事業の成果、達成状況
本年度は３年計画の初年度であり、年度当初に掲げた目標を達成することができた。具体的成果は、以下の通りである：
1 バックキャスティング手法の汎用化と手法の普及（事業内容１）：

現在有しているバックキャスティングモデルであるSTEPモデルでは、プリセットしている政策に、欧州の政策の一部を採用している。これに幾つか新しいモジュールを追加している。特に、交通量と速度の関係式を導入することで、不用意な政策導入を抑制する働きを追加した。シナリオプランニング手法については、2012年2月のバリでの会議でも、複数シナリオの可能性という点で触れており、ステアリング委員会の中でも、オックスフォード大のバニスター教授より、従来のバックキャスティングに組み込む可能性を示唆されている。具体的には、複数のシナリオを組み込むことで対応することになり、その実行は、次年度以降のシナリオ構築の際に用いられることになる。バックキャスティングモデルの汎用化という点では、試作品であるがモデルをWEB上のサーバに設置し、GUI（グラフィック・ユーザー・インターフェース）を用いて操作可能なものとし、現在限定的ではあるが操作の確認を行っている。分析手法のマニュアル化については、考える際の問題点（理論的なもの）と併せて、報告書にてまとめた。

2 定量評価モデルの一部改修（事業内容２）：
既存モデル（STEPモデル、CAI-ASIAモデル、IEAのMoMo）をベースに、基本的なドライバはそのままに、東南アジアの大都市で現在問題視されている渋滞の要素（速度の要素）を組み込むためのモジュールを追加している。また無動力交通（NMT)については、削減政策としてではなく、結果として扱うように組み込んでいるが、これは統計不足によるものである。また、ASEANの既存統計に関しては、比較的整備されているインドネシアとマレーシアについては、すでにモデルに組み込んでおり、前述したWEB化されたツールの中で試算可能な状態にある。また既存のASEANにおける交通政策（温暖化関係）についても、すでにデータベース化している。
3 バックキャスティングのための共通の前提条件や考え方の整理（事業内容３）：
事業内容3については、既存の交通政策と、社会像の設定に必要と思われる統計やデータについては収集を行い、データベース化している。分析地域についても、データより、ASEAN主要6カ国を想定した。ベースライン、リファレンスケースについては、共同研究機関のCAIのもっているモデルを用いて設定することとした。また、バックキャスティングの前提条件についても、オックスフォード大のバニスター教授らの指導もあり、体系だてて整理を行っているる。
4 研究状況、研究成果（中間）の公表等（事業内容４）：
前章で説明を行っているため、ここでは割愛する。
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